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第119回 例会発表要 旨

ボー ダー レ ス時 代 を考 え る
デザインの境界 と領域

中根 清

デザインの境界 と領域

デザイ ンは 「生 ある もののため」 にあ り,そ の活動 はモノやシステムを創 り

上 げてい くプロセスにおいて,計 画か ら最終段 階に至 るまであ らゆる職能が関

わ って行 なう行為であ る。従 ってデザイ ンに境界 はない といえる。

現代にお ける国際 ・政治 ・学問 ・企業および個人 について考 えてみる と,そ

れぞれには領域があ り,お 互 いにそれ を弁えなが ら境界 を取 り除いて拡大 して

ゆ く傾向にある。

デザイン界 にも境界 はないが領域 らしきものはあるというのが,私 の主張す

るところである。

ボーダー レス時代のデザイン

最近,コ ンピューター関係で人間の知能 に近 い判断で間題処理をしようとい

う,曖 昧性を意味 し揺 らぎの理論 ともいわれているファジー とい う言葉 をよ く

聞 く。 そもそ も曖昧 とは,物 事 を固定せずに如何 なる変化に も適応で きる柔軟

性 を意味する ものとい える。

現代 の高度情報化社会において,我 々の周辺 には曖昧 さを含 む多種多様の情

報が満ち溢れている。 その中か ら必要 な情報 を取捨選択 して整理 し吸収す る能

力が要求 されている。

デザインの分野 は,こ の曖昧性 と揺 らぎの中で解決 しなければならない問題

を取 り扱ってい るといえる。 これか らは,お 互 いが対立 しつつ も調和 を図るこ

とによって揺 らぎを発展 させ,境 界を打 ち破 ってデザインの領域を拡大 してゆ

かねばな らない と思っている。

キーワー ドとして

「不易流行 」
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進歩のためには,古 来の伝統やそれぞれの流派 をお互 いに認 めあった上で,

それに こだわ りをみせて留 まるだけではな く,乗 り越 える必要が あると思 う。

今 まさに 「不易」 と 「流行」 との融合が望 まれ る時ではなかろうか。

「自然 とテ クノロジー」

デザインをする場合,自 然 を尊重 し自然 との融合 を図 ることを第一義 とすべ

きで,自 然 と相反す るデザイ ンはあ り得ない。 自然 は完璧であるという概念の

もとに,人 間が創 るものはで きる限 り自然 に近づける努力をしな ければ,そ れ

は単 にテクノロジー を駆使 した人工物に過 ぎない。 自然 を尊重 し人為的な もの

を自然 のテ リトリー と同格にする努力を怠 って はならない。

自然破壊 や環境汚染が クローズア ップされて きている昨今,デ ザイナー とし

て何がで きのか を考 える時,自 分の領域 内だ けで行動 していたのでは何 もでき

ないのではないか,ま た今 までに自然を意識 してデザインをしていたか どうか,

反省す る必要があ ろう。

「ニ ッチ」

人の能力や物の価値 に相応 しい地位 とか場所 のことで,納 まるところに納まっ

た状 態をいい,生 物 の分野 では住み分 けの意味 に使っている。彼 らはお互 いに

自分たちのニ ッチを持 っていて,自 然 との共生関係をうま く保 っている。

人 間社会 は運命共同体である。お互 いが自分 に相応 しい居場所 を弁えてそれ

ぞれの境界 と領域 を認識 し,そ の うえで交流 し合流することによって新しいニッ

チを創 りだ し,さ らに融合 に結び付 けて次世代への創造活動を行 なう時が きた

といえる。

「レ トaフ ユーチ ャー感覚」

過去 と未来 は時間軸でいえば180度 の方向で全 くの正反対 であ り直線上の も

のである。 しかし,同 一時間帯に存在するハ イブ リッド即ち異種混合 として考

えれ ば,そ こに新 しいジャンルが生 まれるので はないだろうか。例えば京都 の

四条 にある 「ネクサス ・ビル」は,玄 関のデザイ ンは昔の ままの姿であるが,

一歩中 に入る と全 く新 しい感覚 の空間が出現 される
。 これ は時代経過 をデザイ

ンによって うま く処理 したハイブ リッド手法 の典型的 なもの とい える。

まとめ と提唱

以上 「フ ァジー集合論」「不易流行」「自然 とテクノロジー」「ニッチ」「レト

ロフユーチャー感覚」 と,脈 絡 のない ことを申 し上 げたが,要 点 として ,今 後

のデザイン活動 には自然の根源 をしっか りと弁えた上で,そ れに囚われない融
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通性 と時代の変化 に応 じて変幻 自在 に反応す る感性 を養 うことが肝 要であろう

とい うことをいいたかったのである。

デザイナー は 「自然 と人工」「ハイテクとヒューマンタッチ」「オールドとニュー」

など一見矛盾す るもの に対 するイ ンター フェイス的役割 を果たさねばならない。

そのためには揺 らぎの理論 を活用 し,自 然科学 を始 め人文科学,民 族学,文 学,

医学,生 物学,理 学,工 学 など,あ らゆるジャンルの方々の協力 を得て,世 紀

末現象 とも見 えるある種のカオス的な現状 から,新 しいコスモスの新世紀 を迎

えるために活動の場 を求める必要がある。私 はそれを"デ ザインの新 しいルネ

サンス運動"と 名付 けて提唱し,ハ イブリッド的 に推進 したい と思っている。

(平成 元 年5月20日 京都 教 育 大 学)
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